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第1章緒 富 
続~存症の経過ヰ1に臨床上蛋白尿，血尿，血圧方;進及び浮腫等の所謂腎炎の症状を呈するもの
のある事は， Posner(均， Spiegler(23)，Pechkranz(24)(25)，Nicolas(17)，Jambon(l7)，Hyman(5)， 
Fay(5)，Hubner(4)，Thjbierge，Capitan，Kemhadjian，Mihran，井上'斗黒沢〈町中野〈18L荒
木町井尻r7xq広田(7)等により古くから注目され，報告も多し、。腎炎の原因として， ① rA癖
「だにj及びその新陳代謝物が吸収され腎臓を刺激するか，②二次的感染による細菌毒素が吸
収され腎炎を起すか，③治療に用いられた薬物の為か，④或は既往に腎炎がある場合の再発
か，等が考えられていた。篠崎(26)(27)(均は 28例のま存癖症を有する剖検例を病理形態学的に研究
し，腎臓，皮膚，の所見より腎炎の本態は A I1ergieが重大な役割を演じていると唱えている O 
Allergie反応を惹起する抗原としては，①抗:癖「だにJ，或はその代謝産物，②二次的感染
による細菌，或はその代謝産物，③感染により破壊された組織蛋白等が考えられているe
著者は人の亦癖「だにj に最も性質の近似している兎耳疾癖「だにJOtodectes 9ynotis 
var cunicu1ica.を用いて亦癖「だにj の拍出液を作製し，白鼠の腎部皮下に反覆注射を行う
事によって，実験的に疾癖腎炎を惹起せしめ得たので報告するO 
-308ー 千葉医学会雑誌 第 31巻
第 2章実験材新及び実験方法
第 1節実験材料
第 1項野縛「だにjの採集法
兎耳許需主「だに JOtodectes cynotis var cuni-
culica.に擢患した兎の耳より，獅皮と共に被菌瓶
中にピゾセットを用いて「だにjを採集した。瓶に
は目張りを行って密閉し，瞬卵器中に 1""":2時間保
存すると「だにJは瓶の壁に集って来る。瓶を聞き
針を用いて「だにJの数を数えつつ， 0.3% 石t~自主加
生理的食塩水を泊した遠心沈澱管中に集め，よく撹
持して後遠心沈澱を行い，上清を捨てて，再ひ 0.3%
石茨酸加生理的食塩水を加えて捜持，遠沈，数iDlか
与る操作を行って iだにjをよく洗j僚L，氷室中に
保存した。 rだにjを含んだ残りの姉皮は， {rチひ需
開瓶中に収めて氷室に 1~2 時間，腕卵器に 1~2 時
聞と交互に収科して，温度を上下し，温度 i弄時に 
瓶壁に集る「だにJをその都度 0.3%石茨酸加生理
的食塩水せを満した遠心沈澱管に集め，前記と同じ方
法で洗i肱，氷室に保存した。
第 2項拍出液の作製法 
氷室に保存した「だにj を翌日再び数回 0.3%石
茨酸加生理的食塩水で洗i捺した後，虫体のみ取り出
しで，波菌せる乳棒，乳鉢を用いて躍りつぶし， 0.3 
確実に細菌集落発生を見なくなり，全く無菌的とな
った事を確認した上で，実験を行った。
第 5項実験動物
だに抽出液の注射を行った実験動物としては，体 
童約 100g前後の白鼠を使用した。
第 2節実験方法
第 1項本 実 験
前記の如く無菌とした担!出液を白鼠の持部皮下に 
0.3 ，~0 ， 5 cc宛隔日に 3回感作注射を行った後， 2~3 
週間後に再び1.0 ~2.5 cc宛を同じ持部皮下に効果
注射を行った。
効果注射後の日数により第 1実験群より第6実験
若手に分けた。即ち効果注射後 5日の群を第 1実験
群， 10目め群を第 2実験群， 15日の群を第 3実験
群， 3週の群を第 4実験若手， 4週の群を第5実験群，
6週の群を第 6実験群として， その腎組織標本を作
製した。
第 2項対照実験
第 1対照群は「だにj 拍出に用し、た 0.3%石涙酸
Jrl生理的食塩水のみを 0.3 ~0.5 cc宛隔日に 3回感
作注射を行った後， 2~3 週間後に再び1.0~2.0 cc 
宛を同じ警部皮下に効果注射ーを行って，本実験の第
1乃至 6実験群と同じ日時に腎組織標本を作製し，
%石炭酸JJ日生理的食塩水にて拍出液を作製した。~化を調べたο
第 3項拍出液濃度の決定法
抽出液に含まるる「だにJの濃度を決定する為に，
頭初は「だにJを乾燥してその重量を測定せんと試
みたが， 前記の如く 0.3%石茨酸加生理的金諒71<rjl
に沈めて，一昼夜氷室に貯えた後にも「だに」は向
よく生存し，乾燥時の温度上昇と共に極めて活溌と
なり，飛散して重量測定困難なるため，前記の如く
採集時に「だにjの数を数えて，抽出液作製時十こ，
約 1000乃至 1500の「だにJを 1cc中に含む如く作
製する事とした。
第 4唄[ 1l:1出液よりの細菌除去法
磨りつぶした拍出液は， rだにjの洗滋により一応
細菌を洗レ落した後に作製したものではあるが，命
抽出液としてから，遠心沈澱器にかけ， 5000廻転， 
30分間，遠心沈殿を数回行って，rだにJに附着して 
L、た細菌を遠I[二分離しそのと請を蹴菌瓶中に収め
て氷室に保存した。倫氷室に保存中，普通寒天， M
清寒天，葡萄糖寒天等を用いてー培養を行うに，初期
には時に細菌の集落出現するも，出現せる際には再
び 5000廻転， 30分間遠心沈j肢を繰り返してその上
清を又氷室に貯えた。か Lる操作を繰り返す聞に，
第 2対照群は「だに1拍出液を!回目に 0.3cc宛 3
間即ち感作注射のみを行って，最後の注射後 5日の
宵帝邸哉標本を検したσ
第 3対照群は同じく「だにJ抽出液を感作を行わ
ずに，只 1 n司2.5 ::cを時部皮下に注射して 5日の腎
組織標本を検した。
第 4対照群はfJf鮮「だ、にjに付着してし、た細菌の
腎に及ぼす影響を顧慮して， rだにJ洗瀧液より培
養分離した細菌を用いて，その 5白金耳をとり滅菌
乳鉢にて目寄りつぶし約 50 ccの0.3%石茨酸加生
理的食塩水にて拍出， rだにj抽出液作製時と同じ
く処置して，その上清を培養して，細菌陰性なる事
を確かめた上， 木実験と全く同じ要領で 3回感作
後， 2~3 週後に効果注射を行って，その後 5 日， 10 
日， 15目の腎標木を検した。 f古I洗j候液より分離した
細菌はグラム陽性の連鎖状球菌，葡萄状球菌であっ
た。
第 3章実験成績
第 1節本実験
第 1項第1実験群の成績
第 1実験群は It2にj抽出液 0.3--0.5cc宛隔日 3 
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回感fl注射 2~3 週間後1.0~2.5 cc宛効果注射を行
い，最後の注射を行ってから 5日目に検査した群で、
ある。
此の群に属する動物は総計 10例であり， その注
射方式を表示すれば第 1表の如くである。
第 1表:第 1実験群の注射方式
(効果注射後 5日の群〉
ヰ鷲71-蕊予定~~Hll 炉京官(咋思j量
1n 
2J[ 
0.5 ，...，_. 0.5~0.5 3週間 
3m 
4m 
0.3~0.3 ，，-，0.3 I 2週間 
1w 
21V 1 0.3，，-，0.3，，-，0.31 2週間 
3JV 
7V 
8v 1 0.3--0.3--0.31' 2週間 
9v 
1.0 
2.5 
2.0 
1.5 
尿の所見:尿中蛋白をスルブオサルチル酸により
検 L，更に沈澄の顕微鏡検査を行った。実験動物は
実験開始前に尿に蛋白を証明した白鼠は除いて，確
実に蛋白陰性である事を確かめた上で，感作注射を
開始した。感作注射終了後 3日目国より痕跡的に蛋 
白を認めた例もあったが，概ね一過性であり，没:澄
には，塩類即ち尿酸ソーダ，燐酸ア yモ Y，茨酸石灰
等の結晶が主であって，血球は証明せず，僅かに上
皮細胞が認められたものもあった。効果注射以後は
全例 2--3白日現より蛋白陽性となり，特に No.3m
は 3日目と 58日に強陽性を示し， No.4J宜は 3日
目， No.9vは 4目白強陽性で， 解剖を行った第 5
日日には全例蛋白陽性で、あった。沈澄には殆んど全
例に赤血球，白血球，上皮細胞を認めた。穎粒状円
柱を認めた例も多く，塩類結晶は数例に僅かに認め
られた。
解剖時の諸臓器の重量を表示すれば第 2表の如く
である。 
腎臓の愛化: 
No. 1n :糸毛主体は容積絹増大し，一部に癒着が軽
度に認められ，蹄係は乱れて核の染色性が不足とな
り，核の増加が認められる(第 1図参照〉。 ボ{マ
ン氏嚢腔内には蛋白様物質がつまり，細尿管内にも
円柱，蛋白様物質がつまってしる。 
No. 2n: 糸毛主体の軽度容積増大，核の増加，核~
性を認める。蹄係の~化は No.1n よりは柏、軽度で
あるが，輸入動脈の周囲に円形細胞浸潤が見られ
る。ボーマ y氏嚢腔内に蛋白様物質の諺出を認め
る(第 2図参照〉。 
No.3m:糸盤休の容積増大，核の増加，核変性，
一部核濃縮の像を呈している。ボ{マジ氏嚢との癒
着を起しているものもあるが，半月休は認められな
い。
No.4m:ボ戸マ Y氏嚢腔内にフイプリソ穆出が
認められ，嚢上皮細胞の軽度増殖が見られる。糸窃
休は容積増大して，かなりの癒着を示してし、る。細
尿管上皮翻胞は中等度に混潤L，萎縮性で"内陸に
は尿円柱を認める(第3図参照〉。
第 2表:第 1実験群の臓器重量〈単位 g)
高1肝 牌体 日市 itj 腎 腎 腎 高リ勤番
物(No号.) 
1n 
2:n 
3m 
4m 
1JV 
2JV 
3JV 
7V 
8v 
9V 
重
135 
97 
155 
160 
155 
175 
160 
155 
140 
140 
臓 臓 (臓 (左〕右〉 臓臓臓
5.2(3.8) 0.316(0.23) 1.2 I0.575(0.42) 0.47 0.467 
4.5(4.6) 0.229(0.24) 2.0 0.40 (0.41) 0.407 0.440 
6.7(4.3) 0.75 (0.48) 1.37 0.7 (0.45) 0.52 0.52 
072 (0.45) 0.95 0.72 
1. 0.7 く 8):;1: 0.663 043〉 07.65 (. 3! 
0.62 (0.35) 1.85 0.65 (0.37)1 0.59 0.59 
0.52 (0.32) 1.85 0.70 (0.4~): 0.58 0.52 
0.4 く0.26) 1.7 O.S (0・ ~:?i ~.~ 0.7 
0.5 (0.36) 1.9 1 ・~ ~~':~~i ~・7 0.7 
. 0.4 (0.29) 1.2 0.6 (0.43): 0.5 0.5 
平
均 
(0.35) 
(0.43) 
(0.34) 
(0.44) 
(0.40) 
(0.33) 
(0.34) 
(0.45) 
(0.50) 
(右腎〉 
0.019 
0.018 
0.015 
0.020 
0.037 
0.028 
0.030 
0.020 
0.030 
(左腎〉
0.018 
0.019 
0.020 
0.029 
0.028 
0.034 
0.020 
0.025 
0.020(0.36) I0.020 
0.026 
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No.1w: 糸遺体の容積増大，核増加，癒着等の~ 第 3表:第2実験群の注射方式
化あるも軽度である。 (効果注射後 10日の群〉
No.2W:.糸醤体柏増大するも愛化は軽し、O キ智切断!ま~~ltl 努官耳官 効果注射量 
I。… (cc)No.3w:糸盤体結係の互主化は北較的軽い。 No.7V:糸遺体の愛化は比較的軽い。ボ{マ Y氏 ~ 1.0 
嚢上皮細胞が一部精増殖している。細尿管の中には
硝子様円柱を認める。 
No.8v:ボーマン氏嚢陸中に蛋白様物質が渉出
し一部に赤血球がつまっている(第 4図参照〉。間
質の毛細血管がfJt'i長し，血管周囲に白血球の浸潤あ
り，動脈壁に線維素様膨化を認める(第 5図参照〉。
No.9v:糸毛主体は増大し，ボ{マン氏実に充満し 
一部癒、着を生じてし、る。
皮膚の菱化 
比軽的菱化に乏しし、例も 2，3あるが，一部に血管
周囲に円形細胞の浸潤並びにブイプリシ様物質が見
られ，出血，壊死に!結った部分もある。血行停止，
線維素血栓，内芽腫形成，等は見られない(第 10図
参照〉。
第 2項第2実験群の成績
第 2 実験群は「だにj 抽出液 0.3~0.5 cc宛隔日 3 
回感作注射 2~3 週間後1.0~2.0 cc宛効果注射を行
い， 最後の注射を行ってから 10日目に検査した者二
であるο
此の群に属する動物は総計 8例であり，その注射 
方式を表示すれば第 3表の如くである。
尿の所見:感作注射を行ってより効果注射迄の間
に蛋白を認めたのは No.3lI， No. 4lI， No. 7W，の 3
例のみで、あった。沈澄には塩類の結品が主で，上皮
細胞，白血球，が僅かに認められた。効果注射を行
ってからは No.3lIは 3日目， No.4lIは 8日日，
5W 
6w I0.3~0.3~0.31 2週間 2.0 
7w 
1v 
2V I0.3~0.3~0.31 2週間 1.5 
3v 
No.5Wは2日日， No.6wは4日目， No.7wは2
日目， No.1vは6日目， No.2Vは5日目， No.3V 
は3日目に夫々蛋白陽性を認め，特に No.5wは
8日目， 10日目に強陽性を示し， その他 No.6w， 
No.7Wは 10日日， No.3vは7日目に夫々強陽性
を示した。解剖時即ち効果注射後 10日目には全例
蛋白陽性であった。沈澄には全例赤血球，白血球，
諸円柱，上皮細胞，塩類結晶を多く証明した。
解剖時の諸臓器の重量を表示すれば第 4表の如く
である。
腎臓の菱化:
No.3lI:糸毛主体蹄係の腫犬，細胞核の増加，ボー
マン氏嚢との癒着が全面に見られる。叉ボーマ Y氏
嚢と皮細胞が増殖して二層性になっている。間質の
結括織， 血管壁に，線維素様物質は沈着していな
い(第 6図参照〉。
No.-4lI:糸毛主体蹄係稿腫大するも，癒着は余り明
瞭でなし、。輸入動脈の周囲に細胞浸潤は著明であ
第 4表:第 2実験群の臓器重量(単位 g)
動番 体 肝 牌 肺| {1' 腎、 腎 腎 高。 冨1 
平 
物(No号.) 霊 臓 臓 臓| 臓 (臓右〉 (臓左〉 均 (右腎〉 (左腎〉
3n 119 0.50 0.52 (0必〉!0.017 0.015 
4lI 106 4.35( 4. .40.22 (0.21)! 0.88 ! 0.50 (01): 7) 0.49 0.50 (0.46) 0.016 0.020 
5W 125 6.1( 4.88); 0.6 (0.471)1 1.2 1 0.65 (0.52) 0.63 0.68 (0.52) 0.020 0.020 -
6w 135 5.1(3.81); 0.48(0.359)1 1.7 10.5 (0.37) 0.53 0.65 (0.43) 0.018 0.016 
7W 220 10.2( 4.64)10.67 (0.30)1 1.52 10.95(0.431) 0.93 0.85 (0.406) 0.025 0.018 
1v 187 6.0(3.21ì~ 0.5 (0.27il 2.2 ‘0.7 (0.37) 0.60 0.61 (0.32) 0.015 0.015 
2v 123 4.4(3.56)，10.4 (0.33)1 1.0 1 0.5 (0.41) 0.42 0.40 (0.33) 0.017 0.013 
3v 175 8.2( 4.69)1 1.0 (0.57)1 1.4 1 0.8 (0.46) 0.81 0.83 く0.46) 0.021 0.020 
註:( )内は体重 100gとしての換算値
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る。 
No.5w: 糸毛主体の~化も軽度で，ボーマン氏嚢上
皮細胞の増殖も見られない。 
No.6w:糸遺体蹄係稿、腫大し，細胞核の増加，ボ
{マ:;/氏襲との癒着も見られ，叉ボ{マン氏嚢上皮
細胞は梢増殖してし、る。 
No.7w:糸毛主体の細胞核は増加し，ボーマシ氏褒
との露着も認められ，ボ{マン氏嚢上皮細胞は増殖
して，軽度の半月体形成の像を呈している(第 7図
参照〉。 
No.1v:糸毛主体蹄係の癒着はかなり認められ，一
部エオジンで、紅く染り，硝子化した部分あり， fsI小
血管の周囲には軽度の円形細胞の浸潤を認める(第 
8図参照〉。 
No.2V: 前例に起ける程癒着は薯W~ではなし、が，
向軽度の癒着は，相当に認められる。
No.3V: 糸毛主体の~化は前例と同じく，軽度の腫
大，癒着こが見られる。血管周囲の円形細胞浸潤が認
められ，血管壁に軽度の粗暴露化が見られるが，フイ
プリ y染色では染らなし、。
皮膚の菱化:
No. 3n，No. 4nは反応が相当著明に現われてい 
る。即ち，皮下結蹄織線維が浮腫状に|膨化して，lUJ. 
管周囲に細胞浸潤著明，→部出血を認める。その他
の例も軽度ではあるがか L る~化を示している。 
第 3項第3実験群の成績
第 3実験群は「だにj拍出液 0.3---0.5cc宛隔日 8
回感作注射を行し、 2~3 週間後1.0~1.5 cc婿効果注 
射を行い， 最後の注射を行ってから 15日目に検査
した群で、ある。
此の群に属する動物は総計 4例であり，その注射
方式を表示すれば第 5表の如くである。
尿の所見:No. 5nは感作注射を行ってから 17日
目に蛋白弱陽性を示し，洗濯には上皮細胞と尿酸塩
の結晶を多数認めたが，白血球は極く僅かで，赤血 
第 5表:第 3実験群の注射方式
(効果注射後 15日の群〉
話務署亙All臨注蔚畳一I訪来在射否1効果往事j量 
_(:l'i~二ユ_L_工主θ lの 期一一回J-'c回一一 
5n 10.5---0.5---051 3週間 r 1.0 
4V 
5V I0 3~0.3"'_0.31 2週間 1.5 
6V 
球は認めなかった。 No.6vも感作注射総了後 3日.
日に蛋白を証明，枕澄には上皮品目胞を多く認め，塩
類結品も多く証明したが，赤血球は認めなかった。
他の 2例は効果注射迄に蛋白を証明しなかった。効
果注射後は全例 3日目に陽性， tj寺に No.5V，No. 
6vは強陽性を示し，沈1査中にも赤血球‘を多く認め，
上皮細胞と塩類を中等量，円柱は比較的少く認めら 
れた。 10日目も全例蛋白l 解剖時の 15日目に場性，
は全例陽性で、あった。
解剖時の諸臓器の重量を表示すれば第 6表の如く
である。
腎臓の安化: 
No.5n:糸越休柏腫大し， 細胞核も増加してい
る。癒着は軽度で、あり，蛋白様物質の診出は認めな
し、。円形細胞浸潤も極く軽度で菱化は少い。
No.4V: 糸毛主体蹄係腫大いかなり多くのボ{マ
シ氏嚢との癒着を認める。輸入動脈周囲に円形細胞
の浸潤あり，血管壁の線維素性膨化は著明で、なし、。
No.5V:糸毛主体蹄係!臣;大し，帝国胞核の増加，ボー
マシ氏嚢との癒着がかなり認められ，ボ{マン氏饗
上皮細胞の増殖も認められる。血管周囲の細胞浸潤
もかなり認められる。
No. 6v:糸遺体的係腫)(V土認められるが，癒着は
余り著明でなく，~化は軽度である。
皮膚の愛化:
結蹄結線維は柏浮腫状に膨化し，血管周囲に細胞
第 6表:第 3実駅群の臓器重量(単位 g)
I又コョ又 腎 fiU 面リ
(腎右〉 (左腎〉
0.55 I0.52 I(0問〕 0.014 0.014 
(0.47) 0.015 0.016 
(0.42) 0.017 0.015 
(0.48) 0.016 0.014 
休動番 If 
 牌 』市 J[) 腎
平 
物(No号.) (右臓〉 (左臓〉臓 臓 臓 均重a 1蔵
5:r 
開 |37i2(E432詞4)1瓦0252K0231) 1.0 0.5.3(0.54)! 
170 I7.2(4.24)1 0.5 (0.29) 1.9 0.8 (0.47) 0.8 0.84y 
5V 190 8.0(4.21) 0.8 (0.42) 0.8 (0.42) 0.81.6 0.8 
145 5.8 (4.0) 0.6 (0.41) 1.0 0.7 (0.48) 0.7 0.76y 
註:( )内は体重 100gとしての換算値
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核の~性，大小不同を認める。蹄係とボーマシ氏嚢
との癒着も認められ，軽度ながら血管周囲に白血球
の浸潤を認める。血管周囲にマロリー染色で赤く染
る物質を認めるが，フイプリン~抱iでは判然としな
し、。ボーマン氏嚢腔内には赤血球を認める個所あ
り。
No. 51:前例と同様癒着が認められ，輸入動脈が
一部癒着の為斐化しているものも見られる。 
No. 10y:糸遺体の蹄係腫大， 癒着は認められる
がr ボ{マシ氏嚢上皮細胞の増殖は著明でなく，半
月体形成は認められない。細胞浸潤は軽度である。 
No. llv:糸遺体軽度癒着の他に著愛はない。 
No. 12V:前例と同じく糸毛主体蹄係の腫大， 癒着
は軽度にあるが，細胞浸潤も少く，血管の~化も認
められない。 
No. 13v:菱化は少い。
皮膚の斐化:
皮下結締織の細胞柏増加し，血管周囲に円形細胞
の増殖が残ってし、るが，その他に著明な~化は認め
ない。
第 5項第5実験群の成績
浸潤は未だ相当に残っている(第 11図参照〉。
第 4項第4実験群の成績
第 4実験群は「だにj抽出液0.3cc宛隔日 3回の
感作注射を行い， 2~3 週間後に1.5 cc宛の効果注
射を行い，最後の注射を行ってより 3週目に検査し
た群で、ある。
此の群に属する動物は総計 6例でその注射方式を
表示すれば第7表の如くである。
第 7表:第 4実験群の注射方式
(効果注射後 3週の群〉
覇窃蕃~l 感作注射量 i 効果注射迄 J 説某注扇量E堅生)1 (cc) の期間 I-(cc) 
11 
0.3~0.3~0.31 3週間 1.5 
51 
第 5実験群は「だにj拍出液 0.3cc宛隔目 3回の
k
は5日目に陽性， No.51は5日目に強陽性を示し
た。沈澄には全例赤血球，‘白血球，上皮細胞を認め 第 9表:第 5実験群の注射方式
たが，円柱，塩類結品は余り多く認めなかった。解 (効果注射後 4週の群〉
剖時の 3週自には全例蛋白を証明した。 動物番号r-l惑作在射量 i努実控訴~I 効果注扇量 
解剖時の諸臓器の重量を表示すれば第 8表の如く (No.) l' (cc) jの期間 I (cc) 
No. 1I:糸毛主体蹄係の腫大，細胞核の増加，細胞
である。 8W 
腎臓の菱化: 9w I0.3~0.3~0.31 2週間 2.0 
lOw 
第 8表:第 4実験群の臓器重量(単位 g) 
動番 体 肝 酔 日市 IU 腎 腎 腎 WIUリ
王ド
物(No号.) 重 臓 臓 臓 臓 C臓右〕 (左臓〉 均 (右腎〉 (左腎〕
1I 
51 
lOv 
lly 
12v 
13y 
122 
127 
215 
155 
167 
160 
0.9 
1.0 
1.5 
1.3 
1.3 
1.4 
0.7(0 
0.8(0 
0.7(0 
0.7(0 
0.8(0 
0.6 
0.7 
0.8 
0.7 
0.7 
0.7 
0.6 
0.6 
0.8 
0.7 
0.7 
0.7 
(0.49) 0.014 
く0.51) 0.015 
(0.37) 0.015 
(0.45) 0.017 
(0.42) 0.017 
(0.44) 0.017 
0.010 
0.013 
0.015 
0.013 
0.015 
0.013 
射るを注あ式果で方想群射のた、民宛しのヱ査そ似検Z
にで
に日例白方'正信
示すれば第 9表の如くである。
後週・3問4
は
週後物2
射動
，山庄るいのす行後屑を日取にJi仏庄ての作つ此感行
lOv 
lly 
12y 
0.3~0.3~0.31 2週間 1.5 
13y 
尿の所見:此の群に属する全例は感作注射と効果
注射の聞に殆んど蛋白の反応を示さなかった。只 
F h u唱 は果に効性
i唱
No.12Vは4日目に蛋白強陽性， No.. 11，No. 10v， 
目聞は
澄。陽枕た白
つ蛋
がかにたな目1
し年 
」門口
A
一 一 小 一不 
3
ををは性化陽窓口弱きにベ加目る目見片
ηN
み他。のiLh11LV
ま山中小官
1i、山類射
塩注
MN
註:( )内は体重 100gとしての換算値
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第 10表:第 5実験群の臓器重量(単位 g) 
動番 体
田 川 u n M4 n n- 1円 
腎物(No号) I 重 官主 !蹴 (左〉 
2458w 5叫l.06m26〉(08仰10 ¥ 0.5(0.6吋 0.83¥ 0.85 ¥ (0.342) ¥ 0.023 ¥ 0.015 
9w 
10lV 
235 10.4(4必 )10.63(0.268)1 1.7 I1.0(0必 5)1 1.0 1 0.9 1 (0.403) 1 0.019 1 0.019 
230 10.6(4.61)10.52(0.225)1 1.8 1 0.9(0.391)1 0.9' 1 0.9 1 (0.391) 1 0.022 1 0.015 
註:( )内は体重 100gとしての換算値
尿の所見:感作注射を行ってより 5日目に No. 
8lVのみ蛋白を証明した。沈f 血lI澄査は駆く少数の赤EJ
と，多数の上皮細胞，塩類結晶が認められた。他の
2例は蛋白を証明しなかった。 効果注射後は No.l
8lVは 2日目より蛋白強陽性となり， 16日目， 27日
目にもずっと強陽性をつづ、け， t澄に赤血球，白血
球， 硝子様円柱， 上皮細胞， 燐酸塩等"を認めた。 
No.9lVは 4白日より蛋白昔、陽性となり，赤血球，
白血球，上皮細胞，尿酸塩を多数認め， 16日目も強
陽性， 27日目は蛋白陽性であった。 No.10lVは2日
目に陽性， 16日目， c. 沙澄27日目も陽性であっto
-0 UC，(_Ej. 
には赤血球を多〈認め，時には白血球，頼粒円借 
多く認め， 燐酸塩を常に証明した。解剖時の 27日
目には全例蛋白陽性で、あった。
解剖時の諸!臓器の重量を表示すれば第 10表の如
くである。
腎臓の斐化: 
No. 8w:糸i陸{木監il係のJl重大，癒着は軽度に認めら
れるが，ボーマ Y氏護 i二皮細胞の~化は認められな
し、。 
No. 9lV:前例に同じく安化は少し、。 
No. 10W:糸遺体蹄係の腫大，蹄係MI胞核の増加
等が認められる。血管周囲に細胞浸潤を認め，ボー
マン氏嚢腔には硝子様物質が出ている。
皮膚の愛化:
血管周囲の細胞浸潤僅かに認められるのみで，そ 
の他に著明な菱化は見られないσ
第 6項第6実験群の成績
矯 6実験群は「だにJ抽出波 0.3cc宛|同E13同感 
作注射を行い， 3週間後十こ1.5cc宛の効果注射を行 
い，最後の注射後 6週目に検査した群で、ある。
此の群に属する動物は 3例で，その注射方式を表
示すれば第 11表の如くで、ある。
第 11表:第6実験群の注射方式

(効果注射後 6週の群〕

動物番号(脚湖J量]効呆注射迄|効果注射冨 
  
(No.) I (cc) .Iの期間 (cc)
21 一一
31 I0.3'"'-0.3~0.31 3週間 1.5 
41 
尿の}Yr見J: 3 例とも t~前l~注射と効果注射の聞では
蛋白を認めなかった。効果注射後は 5日目に No.21
は強陽性， No. 31，No. 41は弱陽性を示し，解剖時
の6週目には No.21，No. 31は蛋白痕跡程度で， 
No.41のみ弱陽性で、あった。沈涯には赤血球は殆
んど認めず，上皮細胞，塩類が主で、あった。
解剖時の諸!臓器の重量を表示すれば第 12表の如
くである。
腎臓の斐化: 
No. 21:著明な斐化は認められなL、ο 
No. 31:著明な愛化は認められない。
第 12表:第6実験群の!鼠掠重量(単位 
1n H n MI 
童、!臓 臓 臓 C
副
腎
く左〕
動物別番号叫
体|肝 牌 IL'
腎平均
包〈
左〉
同
日蔵 
臓 
2r 
31 
4[ 
I125 I6.7(5.4)10.407(O.33)1 
150 I8.3(5.53)1 0.45 (0.30)1 
I 155 I8.5(5叫 0必仰27)1 
1.0 10.6 (0.48メ0.554 I0.598 I(0.46)! 0.030 I0.022 
1.1 1 0.58 (0.39). 0.576 1 0.605 1 (0.39): 0.034 1 0.034 
l.~ 1 0.664(0叫 0加 I0.726 j(0.47); 0.024 I0.025 
註: ( )内は体重 100 gとしての換算値
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No. 41:糸毛主体のボーマン氏嚢との癒着が中等
度に見られ，細胞核の増加も著明に認められる(第
9図参照〉。輸入動脈周囲の円形細胞浸潤も認めら
れ，細尿管上皮細胞に硝子滴斐性を認める。間質の
血管を取り巻き，線維素様に染まる物質がある。
皮膚の愛化:
血管周囲の細胞浸潤が僅かに認められるのみで，
その他に著明な愛化は認められない。
第 2節対照実験
第 1項第1対照群の成績
第 1対照群は対照として 0.3%石茨酸加生理的食
塩水のみを本実験にならって， 3回注射を行L、3週
間後に， 同じ 0.3%石茨酸加生理的食塩水の再注射
を行って，最後の注射を絵了して 5日， 10日， 15日，
3週， 6週後に殺して腎組織標本を作製した。
此の対照実験、に使用した動物は総計 7例で，その
注射方式を表示すれば第 13表の如くである。
81 
910.5~0.5~0.5 
E 
5日
71 10.5~0.5~0.51 3週間 I1.0 I10日
61 r0.5~0.5--0.51 3週間 I1. r 15日.0 
71 r 0.3--03.-...-0.31 3週間1.5 1 3週 
6T I 
8~ ，0.3--0.3--0.3，3週間 I1.5 I 6週 
1 I 
尿の所見:初期の注射から再注射迄の間に殆んど
全例蛋白を認めなかった。 No.61Iのみ注射後 10日
目にスルアオサルチル酸にて極く僅かに白濁した
が，沈澄には塩類の結晶を証明したのみで‘あった。 
再注射後も全例蛋白は証明しなかった。沈澄も僅か
に塩類の結晶を認、むる程度で，血球類は認めなかっ
た。
解剖時の諸臓器の重量を表示すれば第 14表の如
くである。
腎臓の~化:
全例糸毛主体，細尿管，血管に斐化なく，円形細胞
浸潤も全く認められない。
皮膚の菱化:
出血も認められず，線維素様膨化も認められず，
著斐なし。
第 2項第2対照群の成績 
第 2、対照群は「だにJ拍出液を用いて，本実験と
同じく， 0.3 cc宛隔日 3回の感作注射を行い， その
後効果注射を行わず，感作注射-の最後の注射より 5 
日目に殺して腎標本を作成した群で， No.1m，No. 
2mの2例である。
尿の所見: 2例共に 3回目の注射後 5日目に蛋白
弱陽性に証明した。沈澄には上皮細胞，塩類結晶が
主であって，血球は認めなかった。 
解剖時の諾i1臓器の重量を表示すれば第 15表の如
く、である.。
腎臓の~化: 
No.1m:糸毛主体の腫大癒着等は認められず，細胞
核の増加も認められない。 
No.2m:糸毛主体蹄係の柏不規則なものがあるが，
著明な斐化はなし、。細尿管と皮細胞は潤濁し，硝子
滴愛性を認める。 
皮膚の安化:
血管周囲に円形細胞の浸潤が軽度に認められる
第 14表:第 1対照群の臓器重量(単位 g)
~制
動番 体 肝 牌 目市 J[_，¥ 腎 高1 高。
平 
物(No号.) 重a 町長 臓 臓 (臓右 ) 1 (左臓〉臓 均 (右腎〉 (左腎〉
81 
91 
71 
61 
71 
61 
81 
107 
103 
106 
105 
161 
175 
162 
1.7 1 0.53(0.49)1 0.53 0.49 
1.2 1 0.50(0.49)1 0.49 0.45 
1.03 1 0.49(0.47)1 0.45 0.50 
0.65 1 0.55(0.52)1 0.55 0.53 
1.2 1 0.9 (0.56)1 0.9 0.7 
1.5 1 0.57(0.33)1 0.7 0.76 
0.67 
(0.48) 
(0.46) 
(0.44) 
(0.51) 
(0.49) 
(0.42) 
(0.40) 
0.016 0.017 
0.016 0.018 
0.020 0.017 
0.015 0.017 
0.025 0.023 
0.027 0.030 
0.030 0.025 
註:( )内は体重 100gとしての換算値
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第 15表:第2対照群の臓器重量(単位 g)
(感作注射のみの群〉
体 肝 腎|腎 腎 高1 高1
臓|臓 平 
(右腎〉 (右腎〉W~ (右) I(左〉 均霊
番号吋動物似
1m 
2m 
127 
137 
6.3(4.9)~ 0.7 (0 55)! 0.8 I0.75(0.5η0.5 
7.5(5.4); 0町 0叫1.0 ) 0.7(0.51)i 0.57 
0.52 
0.53 (0.40) I0.031 
0.025 
0.031 
註: ( )内は体重 100 gとしての換算値 
第 16表:第 3対照若手の臓器重量(単位 g)
(単一注射群〉
府ー 
nHHUJAH- I  
臓
番号
ω
動物仰
臓
(右i)
川 
腎
(左〉臓
I6.8(5.2)) 0.6 (0必 )1 0.8 1 0.65(0.5) 1 0.65 1 0.65 1 (0.5) I0.015 1 0.015 5m 130 
6m 130 1 6.6(5.0)[ 0.65(0.5) 1 1.1 I0.6 (0必 )1 0.55 I0.55 I(0必)I0.021 I0.021 
註:( )内は体重 100gとしての換算値
が，出血.等の愛化は認めず，結締級線維の境界、は鮮
明である。 
第 3項第3対照群の成績
第 3対照群は感作注射を行わずに， rだにJ抽出液
を只 1回のみ注射を行って，注射後 5日日に殺し
て，腎組織標本を作成した群である。
此の群に属するは No.5][，No. 6m，の 2例で，
注射量は 2.5ccである。
尿の所見: 2例共に全く尿に蛋白を認めなかっ
た。沈涯には尿駿ソーダの結品を僅かに認めた。
解剖時の諸臓器の重量を表示すれば第 16表の如
くである。
腎!臓の斐化: 
No.5m:糸遺体蹄係は睦大，細胞核増加等の斐化
は認められず，五llJ尿管上皮細胞は柏泡!濁している。 
No.6m:糸弦休に愛化なく，制尿管jf皮細胞にも
~化は認められなし、。
皮膚の愛化:
注射部位に円形細胞の浸潤を僅かに認めるが，出
血等はなく，結締織線維の境界は鮮明である(第 12
図参照〉。
第 4項第4対照群の成績
作注射後， 2週間で更に1.5ccを効果注射L， 5日，
10日， 15日の腎組織標本を作製した群で、ある。
此の若手に属する動物は総計9例で，その注射方式
を表示すれば第 17表の如くである。
第 17表:第 4対照群の注射方式
(細菌抽出波注射群〉.， 
思1hF直前官努議官義
 
14V 1 1 
15y I0.3~0.3~0.31 2週間1.5 
16y 
I 5日 
17y 
同 I0.3~0.3~0.31 2週間 I 1.5 I10日 
19y 
20y 
21 y 1 0.3'"-'0.3--0.31 2週間1.5 15日
22y 
尿の所見:感作注射後， No. 15vは 13日目， No. 
17yは 12日目， No.20yは 13日目に各極く微量乍
ら蛋白を証明したが，その他の例では蛋白を証明し
員~4 対照群は「だにJ 洗灘液より培養して得た細 なかった。以上蛋白陽性の 3例でも洗濯を検した所
菌集落から，その 5白金耳を採り，被菌乳鉢で贈り 赤血球は認めず，白血王寺，上皮細胞，無晶性尿酸塩
つぶし， 50 ccの 0.3%石茨酸加生理的食塩水にて拍 等を認めた。効果注射後は 3日---10日目噴蛋白を証
出した細菌拍出液を用いて，その 0.3cc宛を 3回感 明するものが多く認められたが，何れも一過性で，
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第四表:第 4対照群の臓器重量(単位 g)
d41
平.
， 
以吻  
十本
・
肝
日市 高リ 百日 牌 JL，¥ 腎動番
7N
f L
号 、 り 一
(右腎〉 (左腎〉重 一 臓 臓 臓 臓 I(臓右) !(左臓〉 均 
一
6.7(3.94) 0.5(0.29) 1.6 07(041〉l 0.7 (0.41) 0.015 0.018 
5.9(4.54) 0.5(0.38) 1.6 0.7(0.54) 0.5 0.5 (0.38) 0.019 0.018 
4.0(3.33) 0.4(0.33) 1.2 0.6く0.50) 0.5 0.5 0.015く0.42) 0.016
mmml f
吋汁
一日日日
17y 160 6.0(3.75) 0.5(0.31) 1.5 0.7(0.45) 0.6 0.6 (0.38) 0.020 0.019 
18V 145 5.1(3.52) 0.7(0.48) 1.2 0.6(0.41) 0.8 (0.55) 0.016 0.016 
19y 140 6.2(4.43) 0.6(0.43) 1.6 0.6(0.43) 0.6 0.6 (0.43) 0.019 0.018 
20y 170 5.7(3.35) 0.5(0.29) 1.2 0.8(0.47) 0.7 0.7 (0.41) 0.015 0.018 
21v 155 7.6(4.9) 0.5(0.32) 1.3 0.7(0.45) 0.7 0.7 (0.45) 
22v 146 6.2(4.25) 0.4(0.27) 1.6 0.7(0.48) 0.7 0.7 (0.48) 0.018 I 0.020 
註: ( )内は体重 100 gとしての換算値
白血球，上皮細胞，塩類結晶が主で，赤血球は殆ん
ど認められなかった。
解剖時の諸臓器の重量を表示すれば第 18表の如
くである。
腎臓の愛化:
No. 14y:糸毛主体の腫大は認めず， ポーマン氏嚢
目空は比較的広し、。細尿管腔にエオジンに染る蛋白様
物質を認める。円形細胞の浸潤は認められなし、。
No. 15v:前例と殆んど同じ所見である。
No. 16v:円形細胞の浸潤を僅かに認むるが， 糸 
毛主体の25化は認められなし、。 場
No. 17V:菱化は認められなし、。
No. 18v:先天的に右l青を欠如し，左腎は代償性
肥大を示してし、る白糸毛主体の腫大，癒着守:は全く認
められなし、。 
No. 19v:糸毛主体の癒着は認められない。 ボーマ
ン氏嚢腔内に蛋白様物質が彦出している。 
No. 20V:糸毛主体の癒着等全く認められない。 
No. 21v:腹癒を形成し，一部壊死巣を認める。 
No. 22V:糸遺体の腫大， 癒着等は全く認められ
ない。細尿管の~化も認められない。
皮膚の菱化: 
血管周囲に円形細胞の浸潤は認められるが， 出
血，線維素様膨化等の菱化はなく，結締織線維の境
界は鮮明である。
第 3節沈降反応
本実験を行った No.1V. No. 4V. No. 7v，No. 
10Vの4例は，rだにJ拍出家を抗原とし叉細菌拍 
出液を用いて対照実験を行った No.14v. No. 17v， 
No.20Vの3例は，細菌抽出液を抗原として，各血
清との間に沈降反応を行った。その術式は緒方(21)の
定むる所に従って重畳法を行った。但し使用せる動
物が白鼠であり，実験開始前と感作注射終了後 7日
目と同じく 14日目の 3回にわたり沈降反応を検し
たヒで，更に効果注射を行い，数日後の腎所見を検 
査するのが目的であるために， 1回の採血量に限度
があるためp 沈降反応も簡略に行った。
即ち抗原として，本実験を行った群は「だにj拍 
出液を 0.3%石茨酸加生理的食塩水を用いて 2，4， 
8，16，32ν64，128，256 f告に稀釈し，細菌抽出液を
用いた群も，抽出液を同織の割合に 0.3%石安酸加 
生理的食塩水にて稀釈した。 
血清の作製法は，白鼠をエーテノレ麻酔し，尾端を
切除して出血せしめ，試験管に集めて，血請を作り，
0.5%石炭酸加 1%アラビアプム溶液にて， 2及び 4
倍に稀釈し，上記の抗原と重畳した。
成績の判定は 5時間後に行った。実験開始前，即
ち感作注射を一度も行わなし、前に沈降反応を行った
ところ， 全例全く陰性で反応は起らなかった。 7日
目及び 14日目の成績を比較すれば，明かに 14日目
に力価の上昇を認めた。対照の細菌抽出液の方は全
く沈降反応を呈さなかった。個々の成績を表示すれ
ば第 19表の如くで， No.1vは2倍稀釈血清で、感作
注射後 7日目は 2倍稀釈抗原迄沈降反応を呈した
が， 14日目には 4f古稀釈抗原迄沈降反応を呈し，力
価の上昇を認めた。 No.4vは更に上昇が著明で，
No.7V，No.10vも僅かに上昇を認めるに反し， 
No. 14y，No. 17V，No.20vでは全く沈降反応を呈
していない。 
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群 間li 
実 
験 
群 
対 
照 
群a 
第 4軍総括及び考按
以土実験の結果を総括すると，兎の耳の野癖「だ
にj乳剤を用いて本実験を行った総数は 34例に℃
その中腎炎の~化著明なるもの 17 例 (50%)，互主化
軽度なもの 13例 (38.3%)，菱化無きもの 4例 (11.7
%)である。即ち腎炎の斐化を認めたものは総計 30
例 (88.3%)であった。
1Jf-府腎炎の頻度を報告したものに， Posner(23)， 
Spiegler(!~3) ， Pechkranz(24)(25)，Nicolas(lり， Ja-
7日 
14日
十
十
十
十 
1V 
4倍
2倍 
4V 
4倍
2倍
土十一十十一十十十十十
7v 
4f音
2倍 
10v 
十 
Thibi-，Hubner(4))，Fay(5，Hyman(5)l7)，mbon(
erge，Capitan，Kemhadjian，Mihran，本邦に於
ては井上くの，黒沢ω，中野(lS)，荒木(1〉，井尻(7)(8)， 
広田(7)，篠崎(26)(且7)(28)等がある。
即ち Posner(23)，Spiegler(23)は独自の尿蛋白検
査法によりお下癖患者の検尿を行った所殆んど 100%
に蛋白尿を認めた。 Pechkranz(24)(25)は128例の済
癖患者中 24例，約 20%に蛋白尿を証明， Nicolas 
(17)， Jambon(7)は臨床試験により 101例中 16例蛋
十
十 
4倍 
7日 
14日 
2倍 
7日 
14日 
7日 
14日 
7日 
.14日 
14v 
4倍 
2倍
17V 
4f吉
20v 
4倍 
7日 
14日
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白を認め，其の中 2例が真の腎炎の症状を呈したと も，彼等の経験例では既往に腎炎を認めない例でも
報告してし、る。 Hymanω，Fay<日〉は亦癖患者 49例 腎炎を発生しているとしている。④の野癖「だにj
中 20.4%に蛋白尿を認め， 命済構治療前には 17.1 を原因と考える説は主として Nicolas<'l7)， Jamb‘ 
%，治療後に 28.5%と報告している。 Hubner(4)は on【17)の唱えるもので，之を詳しく分類すれば， 
Spiegler の試薬を用いて 50例の野博患者中 47例 (1)疾癒;虫の中毒， (2)疾癖「だにJによる皮膚機
に蛋白を証明，即ち済癖患者の 4%に蛋白の大量を 能の抑圧， (3)癖嬬「だに」寄生のための皮膚荒援
認め， 90%に蛋白を認め， 6%は蛋白を認めなかっ により発生した細胞分解産物の吸収， (4)野廊「だ
た。 Hubnerωによれば Thibiergeは自験例中， にj寄生による末梢神経刺激の為の腎臓血管運動神
軟石鹸で、治療した 95%に蛋白を認め， Capitanは 経の反射異常等を考えている。篠崎(26)(27)(28)は野癖
軟石鹸治療前に 4例，治療後更に 3例の蛋白陽性を 症を有する剖検例中腎炎を認めた 16例は総べて治
認めているの Kemhadjian，Mihranはお下寝耳、患者 48 療の行わむていない例で，従って投与薬剤とは関係
例中 6例蛋白強陽性。 10例は陽性，更に 20例は弱 なく，更に皮膚及び腎臓の組織像に，血管周囲の肉
陽性で、あったと報告してし、る。 芽腫形成，血管壁の線維素性愛性及び細胞浸潤等の
本邦に於ては井上(6)，黒沢くの等は済構患者 119名 Arthus現象を認め，特に腎臓所見は糸毛主体の腫大，
の検尿を行って 23例蛋白陽性を認め， 其の中， 乾 癒着荒療を認め， Volhard(30)，Fahtくりの唱える毛
性癖癖に於ては 81例中 5例， 湿性済癖に於ては 38 細管内型の糸毛主体腎炎である事から， D千厩腎炎の原
例中 18仰に蛋白を認めている。中野(18)は 15例中 因はずF府「だにj或は二次感染を起した細菌により 
2例p 井尻(7)(8)， 広田(7)は4例中 1例に蛋白を証明 個体が感作され，更にこれらの抗体との問に惹起さ
している。荒木(1)は 71例の野癖患者ヰ110例に腎炎 れる Allergie反応の4ー現象であろうと唱えてい
を認めているo 篠崎(26)(27)(2りは 28例の野瀬:症を合 る。
併した屍体を，病理解剖学的に検索して 16例 (57 済問症と Allergieの関係については，野北(1:))，
%)に糸盤体腎炎の像を認めてし、る。 加藤(9)等はお下宮町症の発疹も Allergieによると考え
野癖腎炎の原因として，土肥(2)は亦癖症に自然に てしる。即ち亦概「だにj乳剤による皮膚反応が亦
続発する場合と，治療に用いた薬物の刺激で腎炎が 解患者に陽性率の高いこと， 同乳剤jによる Praus-
発生する場合があるとしてし、る。更に経験上乾性肝 nitz-Kustner反応の陽性率の高いこと，野癖「だ
癖では稀で，湿性肝鯨に起る場合が多いから野癖 にj人工的寄生の際寄生部以外に発疹が生ずるこ
「だにjの作用ではな<，二次的に感染した化膿菌 と，陰部，子掌のみ治療することにより躯幹の発疹
により生ずる膿庖の結果であろうと述べてし、る。荒 が消長すること，連続切片の紘織学的研究で Alle-
木のは 10例の腎炎の観察より象 同じく二次的感染 rgie病斐を認める事等を指摘1している。中野(20)は
による細菌毒素の吸収が原因の一つであろうとして お下府「だにJを抗原として患者血清との間に沈降反
いる。井尻仰は，腎炎の原因を①野癖「だにj及 応を行し、 15例中 2例に陽性 1例に弱陽性の成績を
び其の新陳代謝物が吸収されて腎臓を刺激するか， 得，亦癖患者にOF寝耳抗体として沈降素が生ずる場合
②合併症特に膿姉疹の病原菌毒素のためか，③治 ありとしてしる。加藤(12)，近藤(1 2)はノルウェー野
療に用いた薬物のためか，以上の 3つの場合が考え 糠の 1例報告をなし，発疹の成悶を Alletgieと考
られるとして，②③は土肥，荒木の説の通りで， えると述べてしる。加納(11)，加藤(11)は済構「だにJ
①に関し，家兎済癒に於て，乾性皮膚炎のみで何 の磨砕液を抗原として， Prausnitz-Kustner反応
等治療薬を用いなかった 3頭中の 2頭に明らかに腎 を行い， 9例中 8例に陽性の結果を得，抗原抗体反
炎を証明した事より， ~存腐「だに j も亦腎炎の原因 応の起る事-を示してし、る。更Jこ加藤(10)は済癖症の
となり得ると述べてし、る。	 皮膚を組織学的に検索して， Allergie反応性斐化 
Hyman(5). Fay(5)，は蛋白尿の原因を考察して， にi生目している。
①化膿性二次感染，②治療による発生，③既往症 著者の実験に於ては，前述の如く‘効果注射を行
の腎炎の誘発，④野腐「だにj寄生のためが考えら ってより 5日目の 10例に就いて，その腎臓の愛化を
れるとして，①については，必ずしも 100%膿箔と 総括すると，糸毛主体蹄係の腫大，細胞核の増加，血
関係なしとし②については治療を行わない例に 管周囲の白血球浸潤，血管壁の線維素様膨化，ボ{
於ても 16~17% 腎炎を証明したとし③について マン氏嚢睦内及び
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認める。か L る~化の著明なもの 6 例， 軽度のもの
4例であった。効果注射後 10日目の 8例の斐化は，
糸毛主体蹄係の腫大，癒着著明となり，ボーマシ氏嚢
上皮細胞の増殖も認められ，軽度の半月体形成の如
き像を呈するものもあった。か Lる菱化の薯明なる 
もの 4例，軽度なもの 3例，殆んど愛化を認めぬも
の1例であった。 15日目の 4例の斐化は，糸毛主体の
癒着が更に著明で， 半月体は認められず， 2例が著
安を呈し， 2 例は~化軽度である。 3 週以後は 12 例
で象糸毛主体蹄係の癒着が主な安化で，半月体は認め
られず， 5例が著ta，4例が軽度愛化を示し， 3例が
第 5章結
殆んどき主化のない状態であった。 
か入る腎臓の~化は主として糸毛主体踏係の愛化で
あウて，篠崎の認めた如く Volhard{幼， Fahr(3)の
唱える毛細管内型の糸毛主体腎炎と一致し，馬杉(13)(14)
(15)(16)，佐藤(13)04)く15〉，キ切手13)，富探く13)，武田(29)，
緒 I方(22)等の記載せる蹴蔓性 Allergie性糸毛主体腎
炎に一致する。即ち著者の実験に於ても篠崎の認め
た人のお何年症の腎臓所見と全く一致し，亦癖腎炎
の原困として，二次的感染の細菌，治療に用いた薬
物の影響等の他に，Of癖「だに」自体の Allergie
反応が一因となり得る事を実験的に証明した。
論
@兎耳亦癖「だにj拍出液を，細菌培養陰性を確かめた上で，白鼠に感作並びに効果注射を
行い，実験的に7Jf癖腎炎を発生せしめた。
②腎臓の変化は主として糸毛主体に著明で，大部分は半月体を認めず Volhard，Fahrの唱え
る毛細管内型糸毛主体腎炎であり，実験動物・34例中 30例 (88.3%)に認められた。
③皮膚，腎臓の組織学的検索により Arthus現象を認め， Allergie性変化を認めた。
④済癖「だに」拍出液の注射により血清中に洗降素の発生を認めた。
③済癖「だにj拍出に用いた 0.3μ 石炭酸加生理的食塩水， 叉「だにjに|制・着した細菌の抽
出液等による対照実験及び済癖「だにJ抽出液単一注射等の対照実験では，腎変化は総べて陰
性で、あった。 み
⑥以上の所見より，抗:癖l腎炎の原因のーっとして， f存1府「だに」、自体の Allergie反応が考
えられる。
稿を終るに当り，木研究の機会を与えちれ柊始御懇篤なる御指導並びに御校閲を賜わった恩師
、滝沢教授に深甚なる謝意を捧げると共に，種々御懇切なる御指導を頂L、た本教室伊藤，井出両講
師，野癖「だにJ採集に種々御好意を与えられた東大農学部病理学教室山本教授並びに農林省音
産試験場の各位， rだにj細菌除去法に関し御指導を頂いた木学細菌学教室桑田助教授，沈降反
応に関し御指導を頂いた本学法医学教室の各位，及び協同研究者加藤学士の熱心な御協力に対し
衷心より感謝致します。
叉木研究に従事する便宜を与えられた国立習志野病院長石川博士並びに同院医局の各位の御好
意に対し衷心より感謝致します。
白，本研究の要旨は第 6四日本病理学会東部地方会に於て発表した。
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附図
第 1図第4図

第 1実験君子l動物番号 No.1JI (効果注射後 5目〉 第 1実験群動物番号  No.8y (効果注射後 5日〉

糸毛主体細胞核の増加，斐性を認める。 ボーマ Y氏嚢腔内に蛋白様物質及び一部に赤血球の

穆出を認める。
第 2図 第5図
第 1実験者二動物番号 No.2JI (効果注射後 5日〉 第 1実験群動物番号  No.8y (効果注射後 5日〉
ボーマン氏嚢腔内に蛋白様物質の諺出を認め，糸毛主 腎臓の小動脈壁に線維素様膨化を認める。
体細胞核の~性が見られる。(ワイゲルト氏フィプリシ染色〉
第3図 第 6図
第 1実験群動物番号  No.4m (効果注射後 5日〉 第 2実験群動物番号  No.3JI (効果注射後 10日〉
糸毛主体蹄係の腫大と細胞核増加，ボーマ y氏嚢との 糸毛主体蹄係の腫大，細胞核増加，ボーマ Y氏嚢上皮
癒着を認める。 細胞増殖を認める。
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第 7図第10図

第 2実験群動物番号  No.7wC効果注射後 10日〉 第 1実験群動物番号  No.4m C効果注射後 5日〉

糸毛主体の細胞核増加し，軽度の半月体形成を見る。 注射部位の皮下血管周囲に著明な細胞浸潤と出血を

認める。
第 8図 第 11図
第 2実験群動物番号  No.1yC効果注射後 10日〉 第 3実験群動物番号  No.6y C効果注射後 15日〉
糸毛主体蹄係の癒着と一部硝子化，小血管の周囲に軽 注射部位の皮下結締織線維が梢浮腫状に膨化してゐ
度の円形細胞の浸潤を認める。 る。
第 9図第12図

第 6実験群動物番号  No.41 C効果注射後 6週〉 第 3対照群動物番号  No.6m

糸毛主体の癒着，細胞核の増加等を著明に認める。 済騰「だに」抽出液を只 1回注射を行い 5日の注射
部位の皮下。結締繊細胞の増殖は認められるが，出
血はなく，結締織の境界鮮明である。
